
協働型学校評価重点目標 「学校・家庭においてたっぷりと時間を確保し，読書に親しむ」 

 

 

「ルール」について考える 

４月・５月は，新しく学級をつくる時期です。この時期に見られるのが，自分に都合の良い｢マ

イルール｣を主張する子供たちの様子です。もちろん，自分が思うように楽しく自由に生活したい

というのは，誰もが願うことなので，自然なことだと思っています。でも，それぞれが，自分が

大切にしたい自由だけを主張し始めたら，集団での生活は成り立たちません。ここが，子供たち

の勉強のしどころだと思っています。このような様子が見られるとき，私は，子供たちに次のよ

うなことを話します。 

 

だれもが，楽しく，自由に過ごしたいと思うものです。大事なのは，｢楽しい｣と思うことや，

大切にしたい｢自由｣は，人によって異なるということです。大切にしたい｢自由｣が，人によって

違っているから，学校生活の中では，皆にとって，どこまでが自由なのか，どこからがダメなの

かをルール化しているのです。ルールを設けるのは，皆が安心して楽しく過ごせるようにするた

めなのです。 

また，｢楽しい｣と思う気持ちが人によって違うということは，｢いや｣と思う気持ちも人によっ

て違うということです。同じ事をされても，言われても，人によって受け止め方は違うものです。

｢自分は楽しい｣とか｢自分は気にしない｣といった自分の主張だけを通そうとしたら，皆が安心し

て楽しく過ごすことはできません。 

人は，一人一人が皆，かけがえのない大切な存在です。誰もが尊重されなければなりません。

だから，自分自身のことは，もちろん大切にしてほしいと思っています。そして，それと同じよ

うに，周りの友達のことも大切にしてほしいのです。自分が自由でいたければ，自分とは異なる

相手の自由も尊重しなければなりません。ルールは，皆を縛るためにあるのではなく，皆が安心

して楽しく過ごせるようになるためにあるのです。 

 

人は皆，そもそも違っているわけだから，折り合いを付けるのは，大人でも結構難しいもので

す。誰にでもしっくりくるルールを作ることも難しいと思うし，一度決めたルールをずっと適応

していくのがいいとも限りません。自分を中心に考えた主張を繰り返すのではなく，皆が安心で

きるようにするにはどうしたらよいのか，時間をかけ，｢対話｣を繰り返し，積み重ねながら，よ

りよい方法を探っていくことが大切だと思っています。そして，その過程こそが，子供たちにと

って，大切な学びの機会になるものと思っています。 

錦ケ丘小３年目の今年，ずっと願っている｢温かいコミュニケーション｣を，学校全 

体に浸透させたいと思っています。コロナ禍で，世の中全体に不安や心的ストレスが 

高まっているような状況が続いていますが，そんな時だからこそ，皆様の御理解と御 

協力の下に，一人一人が安心して楽しく過ごせる学校づくりを進めていくことができ 

ればと思っています。 
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 ＜連休中の過ごし方について＞ ５／１～５／５ 

連休中の事故防止につきまして各学級で指導いたしましたが，御家庭におかれましても特に次の点 

についてお子さんにお話しいただき，けがや事故のない楽しい連休となりますよう御配慮願います。 

１ 交通事故防止 

 ・道路への飛び出しをしない。 

 ・自転車に乗る際は, ヘルメットを着用し，交通ルールを守る。 

 ・歩行中は，歩道を横切って駐車場等へ乗り入れようとしている車にも注意する。 

２ 不審者等による被害防止 

 ・一人歩き，一人遊びを避ける。 

 ・知らない人に声を掛けられても，ついて行かない。 

 ・外出の際は，家族に行き先を伝える。 

・家族に告げた帰宅時刻を守る。 

３ その他 

 ・カード等，持ち物のトラブルがないよう気を付ける。 

 

 

※SC は，スクールカウンセラー来校日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

３ 月 憲法記念日 12 水 ６年内科検診，SC 

４ 火 みどりの日 15 土 「家読の日」 

５ 水 こどもの日 19 水 ４年内科検診，１年心臓病検診，SC 

７ 金 防犯子どもを守ろうデー 26 水 クラブ活動，５年内科検診，SC 

10 月 委員会活動 27 

 

木 ６年全国学力状況調査， 

５年・さくら・1-1・1-2 耳鼻科検診 11 火 尿検査２次回収 

 
※ 緊急の事故の場合は，  

１１９ や １１０ へ 

熱中症予防のための水筒持参について 
 熱中症予防のための水筒持参について，次の留意点を御確認くださいますようお願いします。 

 １ 水筒を持参させるかどうかの御判断は，保護者の皆様にお任せします。 

   （必ず持参しなければならないものではありません） 

 ２ 水筒の中身は水やお茶（麦茶等）を原則とします。 

 ３ 水筒には，必ず記名をお願いいたします。 

 ４ 水筒は，必ず毎日持ち帰り，きれいに洗ってから持たせてください。 

    ※衛生面への配慮をよろしくお願いします。 

 ５ 登下校時の安全面（歩きながら飲まないことや水筒を振り回したりしない等）について， 

学校でも指導しますので，御家庭でもお声掛けお願いします。 

「家読の日」～第３土曜日～ 

 学校・家庭・地域で取り組む「協働型学校評価重点目標」を，

昨年度に引き続き， 

「学校・家庭においてたっぷりと時間を確保し，読書に親しむ」 

～毎月第 3土曜日を「家読の日」～ としています。 

本の世界で得た知識や創造力は，生涯にわたって子供たちを支

える力になると思います。学校でも読書の機会を増やしていきま

すので，ぜひ，御家族でも読書に親しみ，この「家読の日」は，

読み聞かせや本の感想を話し合うなど，30分以上を目標に取り組

むよう，御協力をお願いします。 

 

よろしくお願いします 

児童支援担当として， 

 先生 

が着任しました。学校と

して，学級担任以外の様

々な教員が授業に関わる

ことができるような体制

づくりを進め，子供たち

との関係づくりに努めて

います。 


